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 要 旨   
目的： 

イギリスにおけるアルコールに関連する死亡統計が、直接死因と同じく間接死因まで

含まれるべきかを評価するものである。 

方法： 

2001 から 2007 年に北アイルランドで登録された延べ 101,320 件の死亡登録につい

て、直接または間接にアルコールに関連する死亡登録を量的に質的に決定するために研

究した。 

結果： 

1,690 件(全死亡の 1.7%)の死亡登録がアルコールによる直接死因であり、さらに

1,105 件の間接死因があった。この研究から、アルコールに関係する間接死因を追加す

ると、男女比を増加させ、社会経済的な連続性を生じることとなり、見かけのアルコー

ル関係の死亡率を増やすことになるだろう。事故や自殺などのアルコールに起因する外

因による明らかな間接死因は、尚更明らかであった。 

結論： 

直接死因を用いるのみでは疑いなくアルコールの社会的負荷を過小評価するだろう

し、アルコール関連の死に最もさいなまれることになる特に若年男性において不正確な

像を与えることになるだろう。 
 

 




